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映画企画の意図の下

映像表現には大きな可能性が秘められています。訴求力が

強く、笑いを誘い、泣かせ、そして大きな感動を覚える事となります。

私はそのような映像表現の中に秘められた大きな力を学び、

これまでも地域に貢献する映像を制作、多くの人々に観て頂い

てまいりました。そうした中で明治。大正。昭和という激動の時代

に翻弄された人々の人生があったことを「もっと多くの方々に知

ってはしい」という意見を頂にと力ゞありました。

映画「みちのく秋田・赤い靴の女の子」は、明治から大正という

時代に、血縁や民族の違いを超えて並々ならぬ努力で無償の

愛の行為を見いだした女性の人生を描きます。そこには家族

とは何か?絆とは何か?といった家族愛。人類愛の問いかけ

があります。

この物語に出会つた時、みちのく秋田とハワイを舞台とした

究極の愛に満ちたこのドキュメンタリーを風化さぜてはならない

と感じました。また、映画タイトル同名の唄と共に、時代の記憶を

次代につないでいく事を、映像をもって強く求めていきたいと

考えました。

さて、映画はひとまず完成いたしました。制作へのご支援。

ご協力をいただいた皆様には心より感謝申し上げます。

しかしながら映画企画の意図からいうと、これは一段階の

終了に過ぎまぜん。多くの人に観ていただきこの物語を知って

いただくための活動がここから始まります。皆様にはこれからも

心強い当映画の応援者でいていただきたいと思う次第です。
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脚本・監督

石谷 洋子
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放送作家、日本脚本家連盟理事

撮影ひ話

ゼエー、ゼエー、ゼエー…

スタートラインに立ったときは、中距離競走だったはすなのに、

なんと、二十四時間テレビのマラソンだったなんて.よ くまあ、

ゴールにたどう着けた。これは奇跡としか言いようがない。

春、スケジュールが遅れに遅れて、撮影地の横手は田l■Lえ

も終わっていないのに初夏を迎えていたc私が撮りたかった

秋田の春爛漫はどこにもない。一面のたんぼぽは、撮影前日

に見に行くと、一面の綿毛になっていたc当 日は早朝より風が

吹き荒れていて、気が気じゃない。案の定、タンポポは三分の

一をのこして茎だけになっていた。これが試練の始まりだった。

秋には、黄金色に輝く田んぼの稲刈りは終わっており、茜色に

染まるはすの道が色褪ぜた緑になっているだけだつた。|―月も

末だとしヽうのに、夏はそこかしこに居座っていて、昨今の異常

気象を恨んだ。さらに豪雪地帯で知られる横手にその年は数

センチの雪がやつと降っただけだったc私がこの映画に入れた

かった自慢の故郷の四季は、一つも物にできず、心が折れそう

だった。「自然相手だ、仕方がない、出来ることはやったJと気を

取り直して東京に帰ると、今度はコロナ。先が見えないc見えな

いけど、沿道には応援の人たちが途切れることなく並んでいた。

足が進まなくなると、技術スタッフさんが、ひっばったり、押したり

してくれた。映画は観てくれる人がいて完成されるc

この映画の完成を支えてくれた多くの方に感謝します.楽し

んで頂けるものと思っています。
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